










要約:慢性病児の QOLは子どものニーズ(権利)をどう満たすかで決まる。医療のモデルを示

すべき大学病院小児科(N=104、含分院)での“学習権”充足度と問題点をアンケート調査し

た(回答 N=90、回収率 86.5%)。病院学級は 29/90(32.2%)と予想より多い設置率で、患児だ

けでなく家族にも良い影響を与えている。67.8%は学級設置なく、主理由は「必要性は分か

るが未設置(42.6%),試みたが未設置(29.3%),必要なし(19.7%,内 58.3%は長期入院が少な

い)」であった。訪問教師では時間短かすぎ、学級設置がよい。手続きの簡素化が望まれる。 


